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地
区
人
啓
総
会 

 

４
月
１５

日
に
東
飯
田
地
区
人
権
・
部

落
差
別
解
消
啓
発
推
進
協
議
会
の
２
０

２
５
年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
D

V

D

「
言
葉
が
あ
る
か

ら
・
・
・
」
を
視
聴
し
、
マ
イ
ク
ロ
ア
グ

レ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

 

マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
（
小
さ
な

攻
撃
性
）
と
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
差
別
表

現
で
な
く
て
も
、
無
自
覚
に
相
手
の
尊
厳

を
傷
つ
け
て
い
る
言
動
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。 

例
え
ば
、
「
女
性
の
わ
り
に
は
力
が
あ

り
ま
す
ね
」
「
新
入
社
員
に
し
て
は
良
い

こ
と
を
言
う
ね
」
と
い
っ
た
、
ほ
め
言
葉 

に
見
え
る
発
言
も
、
無
意
識
の
偏
見

が
裏
に
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。 

 

私
も
思
い
込
み
で
決
め
つ
け
た
言

動
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
な
あ
と
感

じ
気
を
つ
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。 ２

０
２
５
年
度 

事
業
計
画 

一
、 

基
本
目
標 

人
権
問
題
・
部
落
差
別
問
題
の
正

し
い
理
解
に
向
け
て
、
効
果
的
な
啓

発
運
動
を
推
進
す
る
。  

二
、 
具
体
目
標 

人
権
問
題
・
部
落
差
別
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
啓
発
活
動
の
推
進
者

と
な
る
人
材
を
地
域
の
中
に
育
成

す
る
と
と
も
に
、
推
進
委
員
が
自
ら 

学
習
を
深
め
、
住
民
と
の
対
話
に
よ 

っ
て
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進

で 

き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。 

三
、
活
動
計
画 

①
人
権
問
題
・
部
落
差
別
問
題
学
習
会 

イ 

保
護
者
会
な
ど
へ
の
学
習
機
会

の
提
供 

ロ 

こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
と

の
共
催
に
よ
る
学
習
会
の
開
催 

ハ 

各
種
団
体
へ
の
学
習
機
会
の
提
供 

ニ 

推
進
委
員
の
学
習
会
の
開
催 

②
人
権
旬
間
、
人
権
学
習
会
の
行
事

に
参
加 

③
研
修
視
察
の
実
施
及
び
各
種
研

修
会
へ
の
参
加 

④
推
進
委
員
と
の
交
流
会
の
開
催

（
意
見
交
換
会
） 

＊
本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で
し
た
、
公
民
館
の
切
木
さ 

ん
と
友
松
さ
ん
が
人
事
異
動
で
交
代
し
た
以
外
は
昨
年 

の
役
員
が
残
留
と
な
り
ま
し
た
。 

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 


